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輸血医療における可搬冷蔵庫 Active Transport Refrigerator（ATR）運用の

エキスパートコンセンサス
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1．緒 言
可搬型電子式冷蔵庫：Active Transport Refrigerator

（以下 ATRと略す）の輸血医療への利用は，島嶼のブ
ラッドローテーション実証研究を経て，救命初療治療
現場への搬送，在宅医療へと広がっている．ATRの使
用経験を持つ施設にアンケート調査を実施したところ，
有用性は高いがガイドライン等が未整備との回答が多
かった（図 1）．現段階では輸血医療において ATRを
保冷ボックス等と比較検討した客観的報告は無く，エ
ビデンスに基づくガイドラインは作成できない．そこ
で使用経験に基づくエキスパートコンセンサスを作成
した．まず，院内の血液製剤搬送，救急初療室での使
用，そして在宅医療での運用に関して「ATR運用のエ
キスパートコンセンサス」を作成したのでここに報告
する．

2．機器と保守
血液製剤搬送用 ATRは，持ち運び可能な大きさの電

子式冷蔵庫であり，外部電源あるいは蓄電池で一定時
間庫内を 4℃±2℃以内に保つことができる．庫内温度
は自動的に記録されて，温度が設定外になると警告音

を発する．蓋の開閉記録は残るが，製剤を取り出した
かどうかについては記録されない．本論文作成時に国
内で流通している血液製剤搬送用ATRは東邦薬品ATR
700シリーズのみである．なお，医療機器としての申請
はなされていない．定期点検は販売会社と保守契約を
結び実施することが推奨されているが，下記の日々の
保守と点検は輸血部門で行う．
（1）原則毎日，動作（起動，表示確認，ドア開閉時
の警告音，庫内温度）を確認して記録する．
（2）原則毎日，（電源 ON中には常時記録されている）
記録を抽出して，庫内の温度に異常変化がなかったこ
とを確認する．
（3）適宜，アルコール綿等による庫内の清拭と送風
口の清掃を行う．
（4）充電池は劣化前に交換することを原則とする．

3．収納血液製剤
ATRに収納する血液製剤は赤血球製剤に限定する．

最大収納量は Ir-RBC-LR-2「日赤」5バッグ（10単位相
当）である．なお，緊急 O型赤血球輸血用に ATR
を用いる場合は，O型 Ir-RBC-LR「日赤」以外の製剤を
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図 1　ATRに関するアンケート結果
ATR使用経験が文献上確認できた施設に「ATRに関するアンケート」を依頼して 60 人から回答を得た．
質問 1で実際にATRを使用しているのは 49 人であった．質問 2と質問 3の②は質問 1で②と回答した
26 人， ③は質問 1で③と回答した 11 人， ④は質問 1で④と回答した 12 人である．ATRは大変有効また
は有効と回答したものは 48 人で全体の 98.0% であった．また，ATR運用ガイドライン等を必要と回答し
たものは 43 人で全体の 87.8% であった．
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収納してはならない．

4．運 用
4-1．院内血液製剤搬送における ATR運用
ATR使用により搬送から使用直前まで適正な温度管
理が可能である．ATR内の未使用製剤は他患者に転用
可能であることから，有効利用と廃棄率低減に寄与す
ることができる．運用に際しては以下の留意点と使用
手順を遵守すべきである．
4-1-1．留意点
（1）輸血療法委員会において十分な検討を行い，内
容を周知しておく．
（2）ATR搬送先を限定して（例：輸血部門救急外来
間のみ）それ以外の場所には持ち出さない．
（3）あらかじめATR使用の輸血依頼内容を標準化し
ておく（例：単位数を統一する）．
（4）ATRに収納したままで未使用となった製剤の転
用可能条件を定めておく．
（5）未使用の場合は速やかに輸血部門に返却する｛4-
1-2（7）（9）参照｝．
4-1-2．使用手順
（1）満充電になるように搬送時以外は外部電源と接
続した状態にしておく．
（2）血液製剤を収納する前に操作パネルの記録ボタ
ンを押して温度記録を始める（常時電源 ONの場合は
自動記録を確認する）．
（3）輸血製剤の払い出しの依頼を受けたら，輸血部
門の人員はダブルチェックをしながら赤血球製剤をATR
に収納する．
（4）蓋を閉じた後は（中が見えないので），輸血部門
の人員と搬送者は帳票類を用いて搬送製剤の確認を行
う．
（5）搬送先では，搬送者と受領スタッフは帳票類で
搬送された製剤を確認する．
（6）輸血を行う者は，実施する直前に必要な本数の
みを取り出して帳票類でダブルチェックをしてから実
施をする．
（7）使用しなかった場合や未使用製剤は速やかに返
却する（7時間保冷できるが 3時間程度で輸血部門から
返却を促す運用が良い）．
（8）ATR返却時，輸血部門で使用状況や未使用製剤
の確認をする．
（9）温度記録のボタンを押して温度記録を終了後，
適切に保管されていたことを確認する（常時電源 ON
の場合は記録を確認）．記録は専用の記録管理ソフトで
保存する（これは他患者への転用条件のひとつになる）．
（10）最後に外部電源に接続してATRの充電を再開
する．

4-1-3．その他
（1）運用前にはシミュレーションをして問題点を解
決しておく．
（2）ここに記載した運用以外に，小笠原ブラッドロー
テーションでは，いったん蓋を開けると再利用できな
いという運用方法を取っている１）．一方，新潟県内のブ
ラッドローテーションでは，結束バンドで血液製剤を
ATR内で固定しておくことにより，蓋の開閉があって
も再利用できるという運用がなされている２）．
4-2．救命初療室における ATR配置の運用
救命初療室で緊急 O型赤血球輸血をする際には，製

剤の搬送時間を極力短くする必要がある．ATR内に O
型 Ir-RBC-LRを収納して救命初療室に事前配置してお
くことにより，搬送時間を省くことができる３）．この運
用は高度救命救急センター等での使用を想定している．
4-2-1．留意点
（1）施設の輸血療法委員会で「救命初療室での緊急
O型赤血球輸血の準備時間短縮のためにATRによる保
管を可能とする」旨の議決をしておく．
（2）ATRを他部署や他の場所へ持ち出してはならな
い．
（3）ATRにはO型 Ir-RBC-LR-2以外の製剤を収納し
ない．
（4）原則として製剤は使用する直前に取り出す．不
要な開閉をしない．取り出した製剤が未実施となって
もその製剤は ATRには戻さない．
（5）複数の ATRを使用している場合，救命初療室の
事前設置用と混用してはならない．
4-2-2．使用手順
（1）ATRは満充電になるように搬送時以外は外部電
源と接続した状態にする．
（2）血液製剤を収納する前に操作パネルにある記録
ボタンを押して温度記録を始める（常時電源 ONの場
合は記録を確認）．
（3）輸血部門の人員はダブルチェックをしながら赤
血球製剤を収納する．ATR内には O型 Ir-RBC-LR-2
製剤を 5バッグ収納する．異型不適合輸血を回避する
ため O型 Ir-RBC-LR以外は一切入れない．
（4）輸血部門の人員は，製剤入りATRと帳票類を救
命初療室の指定設置場所に搬送後，外部電源に繋ぐ．
（5）輸血を行う者は，実施する直前に必要な本数の
みを取り出して，帳票類とダブルチェックしてから輸
血を実施する．実施後，帳票類に必要事項を記入して
輸血部門に電話連絡をする．
（6）輸血部門の人員は原則として毎日，製剤使用状
況と温度記録の確認を行う．
（7）製剤が使用された場合もしくは製剤の使用期限
が 1週間になった場合には，輸血部門の人員がダブル
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チェックをしながら製剤の交換を行う．
（8）使用後の記録，（ATRは電子カルテや輸血シス
テムと連携しないため）ATRと帳票類を輸血部門の人
員が回収して，電子カルテおよび輸血システムにダブ
ルチェックしながら入力して結果を反映させる．
4-2-3．その他
安易に緊急 O型 RBC輸血が行われないように，実施

例は後日の輸血療法委員会で適正であったかどうかを
検討する．
4-3．在宅医療での運用
Quality of Lifeへの 配 慮，Advance Care Planning

の普及から，在宅輸血の希望が増えている４）．すでに
「在宅赤血球輸血ガイド」５）が策定されており，血液製剤
の搬送の際にはATRなどの専用保冷庫の使用が推奨さ
れている．在宅輸血でATRを運用する際には以下の留
意点と使用手順を参考にすべきである．
4-3-1．留意点
（1）血液製剤の入ったATRを運搬する際には，振動
や衝撃ができるだけ加わらないように配慮する．ATR
自体は衝撃を吸収する構造にはなっていないため，周
囲を緩衝材で保護してベルトで固定するなどして輸送
する．原則として徒歩や自転車での長時間搬送は行わ
ない．
（2）原則として複数人分の血液製剤を同じATRに保
管，搬送することは避ける．
（3）複数台の ATRを使用する際は，各機器に番号を
振って各患者に使用する機器を明確にする．
4-3-2．使用手順
（1）外部電源と接続した状態で運用して使用前には
満充電にする．
（2）収納する前に操作パネルにある記録ボタンを押
して温度記録を始める（常時電源 ONの場合は記録を
確認）．
（3）血液製剤を収納する際は，帳票類を用いてダブ
ルチェックを実施して，速やかに ATRに格納する．収
納した後は，ATR内の血液を外から確認することはで
きなくなるので，中に入っている血液製剤がどの患者
のものか分かるようにラベル付けする（帳票等をタグ
に入れて見えるようにする等）．
（4）外部電源の接続を外して患家へ搬送する．満充
電で 7時間までは温度維持が可能だが，車中など外気
温が高くなる場合は電力消費が増加する．できるだけ
速やかに患家に到着するような行程を配慮する．

（5）在宅赤血球輸血ガイド５）に従い，患家で ATR
から製剤を取り出した際にも必ずダブルチェックを行
う．
（6）院内に返却（回収）する際には，内部が空になっ
ているか，汚れがないか，破損がないかを確認する．
（7）温度記録のボタンを押して温度記録を終了の後，
適切に保管されていたことを確認する（常時電源 ON
の場合は記録を確認）．
（8）最後に外部電源に接続して ATRを充電する．
4-3-3．その他
血液製剤に直接患者氏名を書いて収納する運用は取
り違えを防ぐために有用である．
著者の COI開示：大久保光夫と藤田浩は日本輸血・細胞治療学

会の 2022年度臨床研究推進事業の選定を受け，研究助成により

本事業を行った．これ以外に著者らに開示すべき COIはない（東

邦薬品株式会社との間にも利害関係はない）．

謝辞：本論文作成時に行ったアンケートにご協力いただいた藤

田医科大学病院輸血部の三浦康生先生と小嶋隼人先生，聖隷浜松

病院臨床検査部の中島裕美先生と渡邊卓哉先生，横須賀共済病院

輸血科の齋藤崇博先生と豊田茂雄先生，群馬大学医学部附属病院

輸血部の石川怜依奈先生，東邦大学医療センター大森病院輸血部

の舘野友紀先生と奥田誠先生，浜松医療センター臨床検査技術科

の内藤健助先生，島根大学医学部附属病院検査部の矢野彰三先生，

富山大学附属病院検査・輸血細胞治療部の道野淳子先生と仁井見

英樹先生，公立八女総合病院臨床検査科の小田秀隆先生と山口真

紀先生に深謝いたします．

文 献
1）Igarashi T, Fujita H, Asaka H, et al: Patient rescue and

blood utilization in the Ogasawara blood rotation sys-

tem. Transfusion, 58: 788―799, 2018.

2）関 義信，佐藤賢治，阿部健博，他：血液搬送装置 ATR

を活用した広域ブラッドローテーションによる新潟県で

の血液製剤の有効利用を図るための研究．日本輸血細胞

治療学会誌，68：496―501, 2022.

3）多田直記，大澤俊也，山際里奈，他：血液搬送装置 ATR

の当院での運用とその評価．日本輸血細胞治療学会誌，

68：295, 2022.

4）藤田 浩，三根 堂，堀 真樹，他：在宅輸血における

可搬型血液冷蔵庫の試験運用．日本輸血細胞治療学会誌，

66：680―684, 2020.

5）北澤淳一，玉井佳子，藤田 浩，他：在宅赤血球輸血ガ

イド．日本輸血細胞治療学会誌，63：664―673, 2017.



日本輸血細胞治療学会誌 第71巻 第 1号 2025年 21

EXPERT CONSENSUS ON ACTIVE TRANSPORT REFRIGERATOR OPERATION IN

TRANSFUSION MEDICINE

Mitsuo Okubo１）, Hiroshi Fujita２）, Yoshinobu Seki３）４）, Takuya Fujimaki５）, Tomoko Ishihara６）,

Ryusuke Tomiyama７）, Michitaka Fukahori８）, Akisa Tsunemi９）and Kota Ohashi１０）１１）

１）Division of Blood Transfusion, Juntendo University Urayasu Hospital
２）Department of Transfusion Medicine, Tokyo Metropolitan Bokutoh General Hospital
３）Department of Hematology, Niigata University Medical and Dental Hospital
４）Department of Hematology, Niigata Cancer Center Hospital
５）Transfusion Management Office, Clinical Laboratory, Hamamatsu Medical Center
６）Central Clinical Laboratory, Shimane University Hospital
７）Department of Clinical Laboratory and Transfusion Medicine & Cell Therapy Center, Toyama University Hospital
８）Department of Clinical Laboratory, Yame General Hospital
９）Department of Clinical Laboratory/Blood Transfusion Section, Tokyo Metropolitan Hiroo Hospital
１０）TOTUS Home Care Clinic
１１）Specified Nonprofit Corporation Hemato-homecare Network

Keywords:

Red blood cell transfusion, Portable Refrigerator, Active Transport Refrigerator (ATR), Expert Consensus

�2025 The Japan Society of Transfusion Medicine and Cell Therapy
Journal Web Site: https:��yuketsu.jstmct.or.jp�



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /Batang
    /BatangChe
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Bold
    /CenturyOldStyleStd-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Regular
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Dotum
    /DotumChe
    /Edigai-OTF-GoIwata
    /Edigai-OTF-MinIwata
    /Edisys-OTF-Gaiji
    /Edisys-OTF-KAZARI
    /EstrangeloEdessa
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /FuturaStd-Bold
    /FuturaStd-BoldOblique
    /FuturaStd-Book
    /FuturaStd-BookOblique
    /FuturaStd-ExtraBold
    /FuturaStd-ExtraBoldOblique
    /FuturaStd-Heavy
    /FuturaStd-HeavyOblique
    /FuturaStd-Light
    /FuturaStd-LightOblique
    /FuturaStd-Medium
    /FuturaStd-MediumOblique
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GothicBBBPro-Medium
    /GothicMB101Pro-Bold
    /GothicMB101Pro-Heavy
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /Haettenschweiler
    /HelveticaLTStd-Blk
    /HelveticaLTStd-BlkObl
    /HelveticaLTStd-Bold
    /HelveticaLTStd-BoldObl
    /HelveticaLTStd-Light
    /HelveticaLTStd-LightObl
    /HelveticaLTStd-Obl
    /HelveticaLTStd-Roman
    /HGGothicE
    /HGGyoshotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGPGothicE
    /HGPGyoshotai
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGyoshotai
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /Impact
    /Jun101Pro-Light
    /Jun34Pro-Medium
    /Jun501Pro-Bold
    /KeplerStd-Black
    /KeplerStd-BlackCnItSubh
    /KeplerStd-BlackCnSubh
    /KeplerStd-BlackIt
    /KeplerStd-Bold
    /KeplerStd-BoldCnItSubh
    /KeplerStd-BoldCnSubh
    /KeplerStd-BoldIt
    /KeplerStd-CnItSubh
    /KeplerStd-CnSubh
    /KeplerStd-Italic
    /KeplerStd-Light
    /KeplerStd-LightCnItSubh
    /KeplerStd-LightCnSubh
    /KeplerStd-LightIt
    /KeplerStd-Medium
    /KeplerStd-MediumCnItSubh
    /KeplerStd-MediumCnSubh
    /KeplerStd-MediumIt
    /KeplerStd-Regular
    /Latha
    /LucidaConsole
    /LucidaSansUnicode
    /Mangal-Regular
    /MicrosoftSansSerif
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiMinPro-MA31
    /MingLiU
    /MonotypeCorsiva
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MVBoli
    /Myriad-BdWeb
    /Myriad-CnItWeb
    /Myriad-CnWeb
    /Myriad-ItWeb
    /Myriad-Web
    /NSimSun
    /OCRB
    /OptimaLTStd
    /OptimaLTStd-Black
    /OptimaLTStd-BlackItalic
    /OptimaLTStd-Bold
    /OptimaLTStd-BoldItalic
    /OptimaLTStd-DemiBold
    /OptimaLTStd-DemiBoldItalic
    /OptimaLTStd-ExtraBlack
    /OptimaLTStd-Italic
    /OptimaLTStd-Medium
    /OptimaLTStd-MediumItalic
    /OptimaLTStd-XBlackItalic
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /PalatinoLTStd-Black
    /PalatinoLTStd-BlackItalic
    /PalatinoLTStd-Bold
    /PalatinoLTStd-BoldItalic
    /PalatinoLTStd-Italic
    /PalatinoLTStd-Light
    /PalatinoLTStd-LightItalic
    /PalatinoLTStd-Medium
    /PalatinoLTStd-MediumItalic
    /PalatinoLTStd-Roman
    /PMingLiU
    /Raavi
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShinseiKaiPro-CBSK1
    /Shruti
    /SimHei
    /SimSun
    /Sylfaen
    /SymbolMT
    /SymbolStd
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesLTStd-Bold
    /TimesLTStd-BoldItalic
    /TimesLTStd-ExtraBold
    /TimesLTStd-Italic
    /TimesLTStd-Roman
    /TimesLTStd-Semibold
    /TimesLTStd-SemiboldItalic
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga-Regular
    /UniversLTStd
    /UniversLTStd-Black
    /UniversLTStd-BlackEx
    /UniversLTStd-BlackExObl
    /UniversLTStd-BlackObl
    /UniversLTStd-Bold
    /UniversLTStd-BoldCn
    /UniversLTStd-BoldCnObl
    /UniversLTStd-BoldEx
    /UniversLTStd-BoldExObl
    /UniversLTStd-BoldObl
    /UniversLTStd-Cn
    /UniversLTStd-CnObl
    /UniversLTStd-Ex
    /UniversLTStd-ExObl
    /UniversLTStd-Light
    /UniversLTStd-LightCn
    /UniversLTStd-LightCnObl
    /UniversLTStd-LightObl
    /UniversLTStd-Obl
    /UniversLTStd-XBlack
    /UniversLTStd-XBlackEx
    /UniversLTStd-XBlackExObl
    /UniversLTStd-XBlackObl
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /WarnockPro-Bold
    /WarnockPro-BoldCapt
    /WarnockPro-BoldDisp
    /WarnockPro-BoldIt
    /WarnockPro-BoldItCapt
    /WarnockPro-BoldItDisp
    /WarnockPro-BoldItSubh
    /WarnockPro-BoldSubh
    /WarnockPro-Capt
    /WarnockPro-Disp
    /WarnockPro-It
    /WarnockPro-ItCapt
    /WarnockPro-ItDisp
    /WarnockPro-ItSubh
    /WarnockPro-Light
    /WarnockPro-LightCapt
    /WarnockPro-LightDisp
    /WarnockPro-LightIt
    /WarnockPro-LightItCapt
    /WarnockPro-LightItDisp
    /WarnockPro-LightItSubh
    /WarnockPro-LightSubh
    /WarnockPro-Regular
    /WarnockPro-Semibold
    /WarnockPro-SemiboldCapt
    /WarnockPro-SemiboldDisp
    /WarnockPro-SemiboldIt
    /WarnockPro-SemiboldItCapt
    /WarnockPro-SemiboldItDisp
    /WarnockPro-SemiboldItSubh
    /WarnockPro-SemiboldSubh
    /WarnockPro-Subh
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 150
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
  /SyntheticBoldness 1.000000
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


